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明治期に来日したお雇い外国人天文学者3名の中でエミール・レピシエは従来，実像が最もわか
らない人物とされてきた．2006年には主に日本国内での活動がかなり解明されたが，来日前後の
動静は依然不明のままだった．しかし，2010年頃からの私たちの調査で，今ではその全体像がか
なり細部までわかる人物の一人になったと言ってよい．レピシエは度重なる不運のために，顕著な
天文学研究の業績も，中国・日本における天文学教育への目立った成果も上げられずに48歳で病
没した．とはいえ，少なくとも間接的には，日本天文学の初期の近代化に貢献し，影響を残したこ
とをこの小稿で明らかにできたと考えている．

1. は じ め に

1840‒42年に勃発したアヘン戦争は，当然なが
ら当事者の中国に最も直接的な影響を及ぼした
が，軍事力を背景とした西欧諸国の東洋進出を国
家的危機として敏感に反応したのは，中国よりも
むしろ日本のほうであった．西洋列強の攻勢に対
抗するため，近代科学技術に関して明治政府が掲
げた初期の国家政策は高等教育制度の整備であ
り，具体的には各分野の外国人教師の雇用と，人
材育成のための海外留学生の派遣だった 1）．
天文学の分野でお雇い外国人教師として大学で
天文学を教授したのは，年代順に，フランス人エ
ミール・レピシエ（Émile Lépissier），米国から
のトーマス・メンデンホール（�omas C. Men-
denhall）とヘンリー・ポール（Henry M. Paul）

の3名である 2）．なかでもメンデンホールは在任
中（1878‒81年），山川健次郎，田中館愛橘など，
東京大学の首脳陣になる人々と，彼から学んだ学
生たちとに大きな影響を与え，メンデンホールの
没後には遺族から寄付された遺産を元に学士院賞
の中にメンデンホール記念賞が設けられたほど高
く評価された 3）．ポール（在任期間は1880‒83
年）も帰国後は，米国海軍の天文台と海軍アカデ
ミーの数学教授に就任している 2）．それに対して
レピシエは，来日から3年目に重篤な病気を発症
して大学を辞職し，1874年6月に離日した後の消
息は従来は全く不明だった．
日本滞在中のレピシエの活動状況を初めて詳細
に調べあげ，2006年に発表したのは佐藤利男氏
である 4）．重要な典拠を一部示さなかったり，い
くつか臆断が見られるなど，多少気になる点もあ
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るが，国内におけるレピシエの動静を広く明らか
にされた功績には深く敬意を表したい．以下で
は，日本国内の事績は佐藤氏の論考を軸に，フラ
ンス，中国，およびフランス帰国後の晩年に関し
ては私たちの調査結果を中心に 5），佐藤氏の記述
となるべく重複しないように心掛け，レピシエの
生涯と天文学の研究・教育についてまとめた．ま
た，日本天文学の明治近代化に果たしたレピシエ
の役割と意義も考察してみる．

2. フランスのレピシエ

私たちは，レピシエの生涯と業績とに関する
調査結果を一通りまとめあげ，2012年の国際天
文学連合総会（北京）やパリ天文台のセミナー
（2013年5月）で報告した．その後しばらく経っ
て，全く偶然にレピシエのご子孫から連絡を受け
た．その結果，多くの未知の情報を提供していた
だくことができた．レピシエ一族にしか知り得な
い，貴重な事実や逸話ばかりだが，それらを逐一
コメントすることは煩雑になるため，その都度注
記せずに本文中にレピシエの生涯にほぼ沿って織
り込んだ．
2.1 パリ天文台のレピシエ
エミール・レピシエは1826年12月6日にパリ

市9区で生まれた（出生証明書によれば正式名は
Émile-Jean Lépissierであるが，以下混乱のない限
りエミール，または単にレピシエと略記する）6）．
パリ大学を卒業し，文学士号を得た．詩と演劇を
やりたかったが，生計が立たないので，1854年に
パリ天文台に計算手として入所した 7）．全く畑違
いの職場に就職したのは，レピシエと，海王星の
理論的発見者でパリ天文台長に就任したばかりの
ルベリエ （Urban Le Verrier） が，たまたまパリの
理系高等教育機関，エコール・ポリテクニクで，
二人とも tutorとして教えていたのが縁で，ルベ
リエがレピシエをパリ天文台に誘ったらしい 8）．
1857年にレピシエは助教授格 （astronome adjoint）
に昇進した．いくつかの彗星と小惑星の観測結果

から，それらの軌道要素を求めて発表している7）．
1860年にはスペインでの日食観測のため，ル
ベリエに同行した．1861年からはルベリエとと
もに，パリとフランス各地の経度差の測定に従事
する 9）．パリ天文台のアーカイブには，1854‒63
年までのレピシエによる経度観測記録と計算書が
残されている（1863年9月の一部を図1に示す）．
1863年頃から台長ルベリエとの関係が悪くなり
だした――レピシエの不運の始まりである．

1864年に彼とルベリエは，パリとマドリッドの
経度差測定のためにスペインに赴いた．しかし，
この測量行は成果が出ない失敗に終わった．レピ
シエの手記では，ルベリエは天文台長としての体
面上，自己の失敗の責任を認めず，レピシエがエ
スケープゴートにされたのだと述べている．一方
のルベリエは，1864‒5年に3回にわたり，文部大
臣に手紙を書き，能力の低さと仕事への不適格を
理由に，レピシエを罷免する要求を出した．その
結果，1865年9月にパリ天文台を解雇された．レ
ピシエは経度局 （Bureau des longitudes）で計算

図1 レピシエによるビアリッツ（スペインとの国
境に近いバスク地方の町）の経度計算書（パ
リ天文台提供，Photothéque-Bibliothèque de 
l’Observatoire de Paris）．
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手として働くことを望んだが，かなわなかった．
そのため，文部省は1865‒6年，レピシエに対し
て月100フランの失業手当を支給した．
2.2. 独裁者ルベリエと犠牲者たち
レピシエの解雇は，ルベリエのほうに原因が

あった可能性が高い．レピシエの後任として採用
されたリュカ （Edouard Lucas） も，数年にしてレ
ピシエとほとんど同様ないじめに会い，パリ天文
台を退職させられた 10）．ルベリエの独裁と気まぐ
れの犠牲者は，レピシエとリュカだけではなかっ
た．ルベリエの冷酷な仕打ちで運命を狂わされた
天文学者は，少なくとも10人以上にのぼること
が知られている．例えば，ルベリエの専横に耐え
かねた4人の天文学者たちは1867年に連名で，
文部大臣に対して善処して欲しい旨の嘆願書を出
した．この4人の中には，後のパリ天文台長に就
任する天体力学で有名なティスラン（François F. 
Tisserand）も含まれていた．この話を文部大臣
から聞いた，細菌学の父と讃えられる医学者のル
イ・パスツールが仲裁に乗り出したため，一時は
小康を得た 10）．しかし，ルベリエの横暴は一向に
収まらず，1870年には文部大臣はついにルベリ
エを台長職から罷免した．これら一連の騒動は，
ルベリエの常軌を逸した病的な性格が主な原因と
今では理解されている．それは，参考文献と注9
で引用したルベリエの伝記の表題が，「偉大で，
皆から毛嫌いされた天文学者ルベリエ」となって
いることからもわかる．

1866年の夏，レピシエは，北京のフランス・中
国学院でフランス語を教える教授を探しにきた，
北京駐在の英国外交官にパリで偶然会った．その
結果，1867年から，フランス政府の公式な立場
で中国に派遣されることになった．彼の任務は，
中国で天文学と測地学の観測を無償で行うことと，
古代中国の天文学者が残した歴史的な天文学・地
理学の記録を蒐集することだった 7）．中国での職
務が，天文学者ではなくフランス語教師に過ぎな
いことにレピシエは不満を感じたが，贅沢を言え

る立場でないことも承知していた 8）．図2は，ま
だパリにいた頃に撮影されたエミールの唯一の写
真で，二人の子どもとともに写っている．

3. 中国におけるレピシエ

3.1 北京の同文館
1867年10月，レピシエ一家は上海行きの英国
汽船にロンドンから乗船した．レピシエが赴任し
た北京の同文館は，ほかの同種の学校と区別する
ため正式には京師同文館と呼ばれた．同文館は基
本的に，西欧の学術文化を吸収するための語学学
校で，最初は1862年から英独佛語コースで開校
され，後にロシア語と日本語コースも追加され
た．また，上級クラスには，数学，天文学，工
学，国際法の学科も設けられていた 11）, 12）．1902
年になると京師同文館は，他所の同文館と統合さ
れて現在の北京大学へと発展していく 13）．
フランス語学科の教授になったレピシエの名は，
音訳した中国語では李璧諧と表記されている 13）．
彼はフランス語教育の実を上げるため，中国語の
習得にも本気で取り組んだ．しかし，フランス語
を真面目に学習しようとする中国人学生は僅か
で，授業への出席率は極めて低かった――英語・
独語の教師も同じ悩みを抱えていたという．レピ
シエは，フランス政府から依頼された任務も果た

図2 1858年頃に撮影されたレピシエの家族．中央
がエミール，左が息子エミール・ロラン，右が
娘のジュリエット（Bertrand Lépissier氏提供）．
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そうと努力した．北京滞在中，水星の太陽面経過
を観測し，フランスの学術誌に結果を発表した．
また，山西省などの各地に六分儀をもって緯度・
経度の測定に出掛ける計画を同僚の教師に打ち明
け，止めたほうがよいとアドバイスされている．
米国人宣教師だった同文館校長からは，フランス
語教育に専念しないのなら解雇すると警告され
た．フランス政府からの要請と，それを許さない
現地の状況との板挟みで，レピシエが苦悩してい
る様子がよくわかる 8）．当初のレピシエの熱意は
次第に失望へと変わり，やがて，北京はもはやと
どまるべき地ではないと感じるようになった．
3.2 上海での新聞発行

1870年2月には，家族を養うために上海に移っ
た （パリで中等教育を終えたエミール・ロランが，
上海で家族に合流した）．同地のフランス人租界
に居住し，新聞発行という全く新しい仕事に乗り
出した．その背景には，パリの学生時代にたびた
び新聞に記事を投稿したり，同文館では出版の業
務を手伝ったりした経験があったからである 8）．
最初，上海のフランス語新聞「上海ヌーベリス
ト」の編集者になることを希望したが成功せず，
1871年3月には「プログレ」（Le Progrès）と題
した週刊新聞の刊行を自ら開始した（図3）．こ
れは，中国で発行された2番目に古いフランス語
新聞だった 14）．

プログレの発行は，先行の新聞，上海ヌーベリ
ストとの深刻な対立を招いた．さらに，プログレ
の記事を通じてレピシエは，上海の国際租界を支
配していた評議会権力者たちの不正と腐敗とを厳
しく批判したため，プログレは上海の経済界から
財政的締め付けを受けることになった．やがて，
レピシエの新聞社は倒産し，1872年1月を最後に
プログレは休刊に追い込まれた．同じ1月にレピ
シエと家族は，日本に向けて上海を出帆してい
る．

4. 日 本 滞 在

4.1 横浜上陸と日本政府による雇用
表1は，佐藤利男氏の報告 4）などを参考にまと

めた，レピシエの日本滞在年表である．この年表
を参照しながら，レピシエのわが国における活動
をたどっていこう．なお，明治期のお雇い外国人
教師に関する事績は，例えば『資料御雇い外国
人』15）がよく利用されるが，これらは二次史料で
あり，特に雇用期間や給与等の公式な記録は，
『太政類典』（文部省関係），『東京開成学校年報』
などに基づく必要がある 16）．
図4は，開港場である横浜の外国人居留地で，

明治初期から発行された英字新聞，「ジャパン・
ウイークリー・メイル」の紙面の一部を示す 17）．
その来日・離日外国人の消息欄にレピシエの名前
が見える（下線部）．彼が上海を出帆し横浜に上
陸したのは1872 （明治4）年 1月元日（太陽暦）
だった．この記事だけを見ると，来たときは一人
で，離日のときは妻を伴っていたように読める
が，実際には来日のときも1852年にパリで結婚
したマリ夫人（Marie）と一緒だったのである 6）．
表1によれば，レピシエは横浜上陸後2カ月も

経たないうちに，文部省に正式に雇用されている．
当時，天文学を教授できる外国人教師を明治政府
が求めていたのは確かだが，経歴も素性も余り定
かでない来日直後のフランス人を，保守的な政府
官僚が簡単に採用したのは不思議な気がする．こ

図3 エミール・レピシエが上海で発行した1871年
の週刊フランス語新聞（Bertrand Lépissier氏
提供）．
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の疑問への手掛かりは，レピシエが上海で新聞発
行事業に携わっていたことと関係がありそうだ．
上海にいた頃からレピシエは，1870年に横浜
で日刊フランス語新聞エコー・デュ・ジャポン
（L’Echo du Japon）を創刊したレビ（C. Lévy）と
文通していた可能性が高い――同じ東アジアで活
動するフランス語新聞同士なら，国際ニュースの

配信や情報の交換などを通じて，レピシエが来日
する以前からお互いを知っていたと推測するほう
がむしろ自然だろう．また，レピシエは，上海の
自分の週刊フランス語新聞，プログレが1月末に
廃刊になる約1カ月も前に横浜に上陸している．
このような大胆な決断ができたのは，受け皿にな
るレビのような知り合いが日本にいたからこそ，

表1　レピシエの日本滞在年表．

西暦年 日　付 和　暦 記　事

1872 1月1日 明治4年．11.21 上海から横浜に上陸（Costa Rica号）
明治5年．1.14 日本政府に正式に雇用される
明治5年．2.1 開成学校で代数学，幾何学などを教え始める
明治5年．3.29 明治天皇に天文学を御進講

夏頃か “Almanach pour l’Année 1873”（6e Année de la Périod Méi-dji）を横浜の
L’Echo du Japonから出版

1873 1月1日 明治6年．1.1 太陽暦に改暦（M5.12.3＝M6.1.1＝1873.1.1）
明治6年，夏 富士山頂登山，標高を測定

10月 明治政府に近代的天文台の建設を建議

1874 2月 明治7年 東京開成学校（帝国大学）で天文学クラスを教え始める
5月 未知の急病で講義を中止（東京外国語学校教師や，藤岡製糸工場の仏人技師が

一時代講）
6月11日 帝国大学を正式に辞職
6月17日 横浜からフランス蒸気船（Mensaleh号）に乗船して香港へ

図4 1872年1月のレピシエの横浜上陸（上図）と1874年6月の出帆（下図）を伝える�e Japan Weekly Mailの記
事（横浜開港資料館所蔵）．
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ではないかという気がする．
レビの会社は，新聞の発行だけでなく，欧文活
字が必要な文部省の文書と出版物の印刷も手広く
受注していた 18）．この関係で，レビは文部省が天
文学の外国人教授を探しているという情報も早く
から得ていて，それをレピシエに伝え，文部省に
もレピシエのことを教えていたのではないだろう
か．こう考えれば，来日から僅か2カ月足らずで，
レピシエが文部省に正式に雇用された事実も理解
できる．
もう一つ指摘したいのは，上海と横浜との間の
当時の通信事情である．ロンドンと上海を電信電
報で結ぶ海底電線は1871年にはすでに完成し利
用できた 18）．また，同じ年に，日本の長崎とヨー
ロッパとも，シベリアからウラジオストック経由
の電信線で通信することが可能だった．こうした
速い情報の伝達をその頃最も必要としていた人々
は，横浜や神戸在住の外交官，貿易商，新聞メディ
アだったはずで，上海のレピシエと横浜のレビも
電信電報を利用して頻繁に交信していたことは十
分考えられるのである．

1872年2月には早くも，東京大学の前身である
大学南校で，フランス語で代数学・幾何学などを
教授し始めた．そして3月には選ばれて，大学南
校を訪れた明治天皇に対して天文学のご進講を
行っている．佐藤氏によれば 4），望遠鏡と三角プ
リズムによる天文観測の話をしたと言う．

4.2 1873年版暦便覧
1872年の後半には，フランス語の1873年アル
マナ（仮に「暦便覧」としておく．Almanach 
pour l’année 1873）を横浜で出版した（図6）．明
治6年とり年，著者はエミール・レピシエ，元パ
リ天文台の天文学者，江戸の理系高等教育学校の
力学・天文学教授と記されている．表紙の下部に
は，出版元は前述のエコー・ドュ・ジャポン新聞
社，出版者はレビと見える．24頁の小冊子であ
る．まず序文と，カレンダーの歴史および日本の
祝日の概説記事があり，1カ月分を1頁に収めた，
毎日の天文現象とキリスト教聖人の祝日，有名人
の生没年や歴史的事件の日付などを記した表が続
く（図6の右側）．
レピシエはフランス出国から来日までの期間，
天文学を専門に教えたり研究する立場にはなかっ
た．しかし，この暦便覧には，各惑星の近日点通
過の日時など，かなり詳しい天文現象も載せてい
るから，これを編纂するのに何か天体暦の種本が
あったに違いない．
東京大学駒場の「一高文庫」には，1870年代に
出版された約10年分のAnnuaire（「経度局年鑑」
としておく）が所蔵される 19）．パリの経度局と
エコール・ポリテクニクが編纂した，天体暦を中
心とする科学年鑑・データブックである．天文学
者としてレピシエも，この年鑑を当然所持してい
たことは想像に難くない．レピシエの暦便覧と経
度局年鑑を比べると本の大きさと形がほぼ同じだ
し，経度局年鑑の最初の部分も，レピシエの暦便
覧とよく似た1カ月単位の表形式をとっている．
また，毎月の表に記された多数のキリスト教聖人
と教会の祝日の大部分も，両者でよく対応するの
である．以上の事実から推測するに，一高文庫に
残る1871‒74年の経度局年鑑はレピシエの所持本
だった，つまり，レピシエが1873年暦便覧を編
纂したときの種本だった可能性が高い（一高文庫
では1873年版だけが欠けているが，これもレピ
シエの編纂作業と関係があるのかもしれない）．

図5 レピシエが天文学教師として勤務した大学南
校（開成学校）の開校を祝う錦絵．左手に，
明治天皇行幸のときの馬車が描かれている
（Wikipedia Commons）．



805第 109巻　第 11号

　天球儀

1873年暦便覧の記載内容から見て，横浜に居住
する外国人がいまだ旧暦を使っていた日本人社会
と交渉する際の便宜のため，レビとレピシエが相
談して本書を刊行したものと思われる――エコー・
ドュ・ジャポン社はこの頃，日本の文化と社会に
ついて解説した本を何冊も出版し，盛んに新聞広
告を出していた．1873年暦便覧も当然新聞で宣伝
されたと考えられるが，1872年のエコー・ドュ・
ジャポンは残念ながら日本でもフランスでも見つ
かっていない 18）．一方，1874年以後の暦便覧は
刊行されなかった．その真の理由は不明だが，彼
が開成学校の正式な教授に就任して経済的に安定
したことと，わが国では1873（明治6）年から太陽
暦に移行することが前年の11月頃に急きょ決
まったから，暦便覧の存在意義がなくなったとレ
ビが判断したためではないだろうか．

4.3 開成学校教授
明治6年の夏にレピシエは，気圧計をもって富

士山頂に登山し，標高を推定した結果をドイツの
学術誌に発表した 4） （筆者は未見）．得られた標高
は3,519 mで，約7％の過小評価だった．ちなみ
に，富士山に登った最初の外国人は英国初代大使
のオールコックで1860（万延元）年のこと，同じ
く気圧計によって4,312 mという値を得ている．
また，メンデンホールとチャップマンは1880（明
治13）年に学生らと一緒に富士登山を行い 20），三
角測量によって3,787 mという標高を求めた．さ
らに，持参した振子重力計の測定から計算された地
球の平均密度は，当時の最良値だったとされる2）．
同年10月にはレピシエは，近代的天文台建設

の建議を行った 21）．1874（明治7）年2月からは，
天文学教場の教授として天文学も教え始めた．授

図6 レピシエが横浜で出版した，フランス語の1873年アルマナの表紙（左）と1月の頁（国会図書館所蔵）．この
資料も佐藤氏が発掘した 4）．右頁の上部4行に記されたP. Q., P. L.などは月の位相である上弦，満月を示すが，
この表記は「経度局年鑑」（Annuaire）のものに完全に一致している．
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業の時間割などは『東京大学年報』に載っている
が，ここでは，その1875年英語版 22）から一部の
内容を紹介してみよう（図7）．Calendar of the 
Tokio Kaisei-Gakkou for the Year 1875と題した
200頁に及ぶ年報で （主に1874年末までの状況を
報告したもの），開成学校開校時の大学関係者の
意気込みが感じられる編集である．開成学校の沿
革を，九段坂の洋学所から始めてかなり詳しく述
べた後で，各学科の教員と規則とを順次紹介して
いる．図7の右には，天文学科教授としてのレピ
シエの名前も見える（下線部）．各学科の年間ス
ケジュールと授業シラバスに続いて，試験の問題
も収録されている．星学科（天文学科）では，
「小惑星について説明せよ」など，20問を載せて
いた．
専門学科に配属される前段階の語学学科は，2

年間の準備コースと1年の特別コースからなって
いた．年報の最後には各学科に属した学生の名簿
がついている．フランス語学科準備コース2年の
学生は19名で，寺尾寿 （福岡），和田雄治 （福島）

の名前が見える．周知のように，寺尾は後に東京
大学星学科の教授で，初代の東京天文台台長に
なった人，和田は気象・海洋学者で，天気予報の
創始者として，また，日本近海の海流を明らかに
したことで知られる．
二人が開成学校に進学したのは1874年の9月

だったのに対して，レピシエが日本を去ったのは
6月だから，星学科でレピシエから天文学を学ぶ
機会はなかった．しかし，寺尾がフランス語学科
準備コース2年のときに，明治天皇への天文学御
進講の逸話などによって，数学を教えていたレピ
シエがフランスの天文学者だったことをすでに
知っていた可能性は十分考えられる．寺尾が天文
学の留学先として，人脈もなかったパリ天文台を
なぜ選んだかは解明されていないが 23），レピシエ
からの間接的な影響があったとすれば納得がいく
のである．
4.4 同文館と開成学校
ここで，日本の開成学校と第3章で述べた中国

の同文館について，両者の学制を比較してみよう

図7　東京開成学校年報の1875年英語版．
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（表2）．開成学校の開校は同文館に遅れること12
年であるが，東京大学という総合大学の形態に整
備されたのは，わが国のほうが約20年早かった．
外国語学科の種類と修学年限，専門科目の学科名
と年限も互いによく似ていることがわかる．双方
の大学に，現在ではマイナーな天文学が独立な学
科としてあるのは，ヨーロッパの伝統に従ったた
めである．東京大学では鉱山学科が重視されたこ
ともわかる．日本の場合，表2のような高等教育
制度は，お雇い外国人教師のアドバイスと初期の
日本人留学生が持ち帰った知識・経験に基づいて
作られたと通常は理解されている．しかし，表2
の比較で見る限り，日本より先行していた中国の
同文館に関する情報が，外交官やレピシエのよう
な教師によってもたらされ，開成学校の学制の立
案にある程度影響を与えた可能性も考えられるよ
うに思う．今後の研究課題であろう．
4.5 失意の帰国

1874年2月からレピシエは，正式な天文学科の
教授として専門コースの学生に天文学を教授し始
めた．4.3節に紹介した試験問題以外に，彼の授
業の具体的内容は知られていないが，それまでの
経緯から，レピシエは意欲的に開成学校の職務に
取り組んだことだろう．ところが『太政類典』に
よると，5月頃から急に体調の不良を訴えて休講
にせざるをえなくなった．東京外国語学校のフラ
ンス語教師や，藤岡の製糸工場のフランス人技師
が臨時に代講を行ったが，原因不明の病気は一向
に回復しなかった．6月にはついに辞職すること

になり，その1週間後，フランス汽船で香港に向
け出帆していった（図4の離日者消息欄）．

5. 帰国後と晩年

従来は，日本を出国したレピシエがその後ど
うなったかは全く不明だった．ところが，フラン
ス公文書館から入手した死亡証明書によれば，
1874年10月21日にパリ市の6区で死去，と記さ
れていた．おそらく，レピシエは香港経由でフラ
ンスへ直行し，パリで数カ月間は生存していたの
である．日本で罹患した病気の治療のためには，
フランスへ帰るしか方法がないと判断したのでは
ないだろうか．
パリでの晩年の記録がないかといろいろ調べた
ところ，『パスツール全集』という予想外な文献
に手掛かりが得られた 24）――第2章に出てきた医
学者のパスツールである．この全集の，科学と文
芸に関する文章を集めた第7巻に，「科学の友救済
協会」の活動と題して，2頁にわたってレピシエ
に言及している記事を見つけた．当時，パスツー
ルが会長を務めていたこの協会は，優れた学問的
業績があるにもかかわらず，事故や病気のため志
半ばで死亡した科学者の家族を経済的に援助する
目的で，1857年に創立された慈善団体だった．
パスツールの報告文は次のように述べる．天文
学者のレピシエ氏は数カ月前パリで逝去した．彼
はかつてパリ天文台で，ラランデ星表の改訂，彗
星・小惑星の観測と軌道計算，フランスの主要測
地基準点の経度決定などで業績をあげた．なかで

表2　開成学校と同文館との学制比較．

中国 日本

同文館（Tongwen Guan, 1862） 開成学校（Kaisei Gakko, 1874）
北京大学（Beijing Univ., 1902） 東京大学（Univ. of Tokio, 1878）
Foreign language class （3 years） General course: Foreign language class （3 years）
English, French, Russian （German, and Japanese） English, French, and German
Advanved class （5 years） Special course （4 years）
Astronomy, Mathematics, Chemistry, Medical sciences, 
Engineering, European history, and International law

Chemical technology, Engineering, Polytechnic science 
（Astronomy, Mathematics, and Physics）, Mining , and Law
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も，1863年のビアリッツなどスペイン国境附近の
経度測定結果は，後に検証を行った米国天文学者
によって高く評価されたと，パリ天文台の同僚
だった天文学者ルヴィ氏（後にパリ天文台台長に
なったLoewy）は証言している．レピシエ氏はこ
の後，中国と日本に赴き，特に“江戸”の天文学
教育の充実にも努めた．しかし，突然の急病に
よって，日本にとどまることができなくなった．
パリに戻ったレピシエ氏はずっと重い病気に苦し
み亡くなったため 25），残された妻子は現在，最
悪の貧困状態にある．そのため，本協会は，内職
の手仕事で辛うじて生計をしのいでいる悲嘆にく
れた未亡人に，600フランの見舞金を支給するこ
とに決めた．近いうちに，追加支給も検討してい
る．
これらパスツールの文言からも，レピシエはル
ベリエが決めつけたような無能な天文学者ではな
かったことが了解されよう．あるいは，パスツー
ルが1867年に，独裁者ルベリエと天文台職員と
の軋轢の仲裁に動いたときから，レピシエも横暴
なルベリエの犠牲者だったことをパスツールは察
知していたのかもしれない．

6. 日本天文学の明治近代化とレピシ
エ

以上，見てきたように，レピシエの一生は，パ
リ天文台でのルベリエによるいじめから始まっ
て，原因不明の重病でパリで死去するまで，実に
不運連続の生涯だったことが了解いただけたと思
う．日本での発病によって，開成学校での天文学
教育も直接的な成果を生むことはなかった．とは
いえ，レピシエが離日した後に，彼が残した間接
的な影響はいくつか数え上げることができる．
まず，レピシエによる近代的天文台建設の建議

（1873年）が，1878（明治11）年の東京大学理学部
観象台の建設 2）（本郷キャンパス内）として実現
されたことは言うまでもない．レピシエの天文学
講義を受講した学生の実態はよくわかっていな

い．しかし，帰国後に彼が開成学校に残した天文
学関係の教育資料が存在したことはほぼ確実で，
後に東京大学図書館に引き継がれた1871‒75年の
「経度局年鑑」（Annuaires）がその代表的なもの
である（第4章）．近代天文学の成果だけでなく，
科学全般の最新のデータが詰まったこれら年鑑
を，物理学科に進学して天文学を修めた寺尾らが
利用しなかったとは考えられない．

1925（大正14）年以来，東京天文台は「理科年
表」を現在まで発行し続けている．「理科年表」
も天体暦を中心として，物理，化学，地学などの
科学データも収録している点，ポケット判である
点など，「理科年表」と「経度局年鑑」は共通す
る特徴が多い 2）．東京天文台が「理科年表」の発
行を計画した際，寺尾とその後継者たちは，レピ
シエ以来ずっと東京大学で購入され続けた「経度
局年鑑」を手本にすることを考えたために，両者
は似たような内容と版型になったのではないかと
私は想像する．
そのほか，1874（明治7）年にスタートした天文
学教場の時間割と科目編成も，レピシエが北京の
同文館で得た経験が利用された可能性が高い．以
上のように，明治初期の東京大学における天文学
教育には，少なくとも間接的にはレピシエの影響
と貢献が反映されていたと筆者らは判断してい
る．

7. お わ り に

第2章の冒頭にも書いたように，レピシエの調
査と発表とが一段落してしばらく経った頃，共著
者のデバルバさんから電話がかかってきた．「レ
ピシエの子孫から電話をもらったよ！」と受話器
の向こうの声が弾んでいた．レピシエの死後，彼
の一族は絶えたと私たち二人は思い込んでいたの
で，私も興奮した．連絡してきたご子孫のベルト
ラン氏の話 8）では，2013年5月に私たちが報告し
たパリ天文台セミナーの通知が，インターネット
上にたまたま残っていたのを偶然見つけ，デバル
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バさんに電話したのだという．ベルトラン氏によ
れば，息子のエミール・ロラン（図2） はフランス
に帰らずに中国に残り，銀行業で成功したこと，
ベルトラン氏はその三代目の子孫であり，彼自身
も東アジアの大手投資銀行の頭取を長く務め，
2013年に定年退職したのを機会に先祖の歴史を
調べ始めたのだそうだ．
この話を聞いて，他人事ながら何か心が救われ
たような気分になった――私たちの調査では，レ
ピシエの不運続きの生涯という側面ばかりを浮き
彫りにする結果になったからである．と同時に，
日本天文学の初期の近代化にレピシエが間接的な
がら貢献した事績を，わずかだが私たちも顕彰で
きたのでないかという，ささやかな満足感も覚え
た．
しかし，レピシエの調査を行ってみて，改めて
強い印象に残ったのはインターネットの威力であ
る．ベルトラン氏からの全く予期しなかった連絡
の経緯といい，医学分野である『パスツール全
集』の記述の発見といい，インターネットがない
時代だったら，まず絶対に知りえなかった情報で
ある．インターネットの功罪はさまざまに議論さ
れているが，今回ばかりは正直，インターネット
の威力に脱帽せざるをえなかった．
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同文館フランス語学科の上級クラス出身だった可能
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性が高い．該当する人物がいるかどうか，探究して
みる価値はあるだろう．
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25） 素人考えであるが，レピシエの病気は肺結核だった
のではないだろうか．明治～大正期に東京大学に在
学した人々の回顧談によれば，おそらく全寮制を
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A French Astronomer of Multiple Misfor-
tune, Émile Lépissier（1826‒1874）and 
Japan
Tsuko Nakamura
Institute of Asian Studies, Daito-bunka Universi-
ty, 2‒19‒10 Tokumaru, Itabashi-ku, Tokyo 175‒
0083, Japan
Suzanne Débarbat
Observatoire de Paris, 61 avenue de l’Observa-
toire, 75014 Paris, France

Abstract: �is paper presents the lifetime and achieve-
ments of a little-known French astronomer, Émile 
Lépissier. A�er a decade experience at Paris Observa-
tory, he moved to China, where he spent unstable life 
for four years. �en he came to Japan in 1872 and was 
recruited by the former University of Tokyo as profes-
sor of astronomy. But soon unknown disease ham-
pered him to continue education, and died in Paris in 
1874. Hence although Lépissier may be regarded as an 
unsuccessful astronomer, we must appreciate his role 
as one of early contributors to the modernization of 
astronomical education in Japan.


